
「相続でモメるなんて、お金持ちの話でしょ？」
そんなことはありません。お金はあってもなくてもモメるときは

モメます。
実は、相続でモメるのは、お金持ちではなく、むしろ財産はそれ

ほど多くないケースのほうが多いのです。少ないからこそ取り合っ
て骨肉の争いが起きやすい、とも言えます。
また「財産といっても借金しかないから、相続放棄でチャラで

しょ？」なんていう場合も、やり方を一歩間違えると、とんでもな
いことになります。

「相続税対策＝相続対策」ではありません

なかには「相続税の節税」のノウハウが知りたくて、この本を開
いた方もいらっしゃるでしょう。
しかし、相続税対策をしていても、押さえるべきポイントを押さ

えていなければ、モメます。目先の相続税の節税だけにとらわれ、
失敗した例は実はかなり多いのです。
　税理士の立場でこんなことを言うのはおかしいかもしれませんが、
世の中にある相続の情報は「相続税の節税」に偏りすぎています。
「節税よりももっと大切なもの」を見失ってはならないのに。

逆に「うちは相続税がかからないから」と相続に対して無策だっ
たために、残された家族が大変な苦労をした例も数えきれません。
　相続税がかかっても、かからなくても、残された家族がモメない、
苦労しない相続のほうがいいのはいうまでもありません。

はじめに

はじめまして、税理士の木下勇人です。
私は相続専門の税理士として、相続税対策はもちろん、相続に関

わるあらゆる手続きをワンストップでお引き受けしている専門家です。
名古屋で８年、東京に進出してから２年、のべ3,000件以上の遺

産相続に関わってきました。

この本を手に取ってくださったあなたは、もちろん、相続に関心
がおありだと思います。
もしかしたら「相続対策をなんとかしなきゃ」とか思う気持ちが

半分。もう半分は「うちは相続でモメたりしないだろう」なんて、
思い込んでいるんじゃないでしょうか？

　相続でモメるか、モメないか。人の一生を左右しかねない大事件
です。
そして、残念ながら、驚くほど多くの人が相続でモメています。

「ウチはきょうだいの仲が良いからモメない」
いえいえ。きょうだいの仲が良くてもモメるときはモメます。
小さい頃はあんなに仲良しだったのに、相続がこじれたせいで、

血を分けた兄弟姉妹が絶縁状態になった例は数え切れないほどあり
ます。
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相続税だけに偏らない、相続対策が必要なのです。残された家族
のためにも。

相続は、誰にでも突然に訪れます

私が相続専門の税理士になったのは、父の死がキッカケでした。
私の両親は愛知県で精肉店を経営していました。
しかし、私が大学１年生とき、父が突然この世を去りました。
早朝に「くも膜下出血」で倒れて病院に運ばれ、その日の夕方に

はもう帰らぬ人に。まだ45歳という若さでした。

悲しみに暮れる時間もなく、わが家の相続がはじまりました。相
続なんてまったく考えていなかった40代の母、20歳の兄、19歳の
私の三人は、期限に追われながら、役所や銀行を走り回りました。
誰に何を聞いたらいいのか分からない、あの頃の不安と戸惑いは

いつまでも忘れることはできません。

住んでいた家の住宅ローンは、ローンを組むと同時に加入してい
た団信（団体信用生命保険）で完済できたのですが、店の借金は残
りました。
こんな時のために父は生命保険を掛けていたはず……と調べてみ

ると、父は亡くなるたった数カ月前に、店の資金繰りのために生命
保険を解約していたことがわかりました。数千万円おりるはずだっ
た生命保険が、たった数百万円の解約金になっていました。
父自身もわずか45歳の若さで自分が死ぬとは思っていなかった

のでしょう。

でも、生命保険だけは解約しないでいてほしかった。あのお金が
あれば店の借金は返せただろうし、その後に母と兄が店の建て直し
で何年も苦労をすることもなかったのに。

もしも、相続の手続きを教えてくれる人がいたら、あの頃の母と
兄と私はどんなに助かったことか。
もしも、父に生命保険の大切さを教えてくれる人がいたら、残さ

れた家族はどんなに助かったことか。

あの頃の自分たちのような人の力になりたい。
そんな思いが相続専門の税理士としての私の原点です。

せっかくこの本を手にとってくださったあなたでも、相続はまだ
先のことと思っているかもしれません。でも、いざ誰かが亡くなっ
てからスタートしたのでは遅いのです。
縁起の悪い話ですが、人間いつかは必ず死にます。そしてそれが

いつになるのかは、誰にも分かりません。
誰かが死ねば、その人の財産が残る。それをどう受け継ぎ、誰に

どう分配しましょうか、というシーンは誰にでも訪れます。
　どんな人にとっても相続は他人事ではなく、誰もがその当事者な
のです。

私自身もたった19歳である日突然「相続人」になりました。
悔いのない人生を生きるために、残されるご家族のために、いま

この瞬間から、本当に有効な相続対策をスタートしましょう。
この本がその助けになれば幸いです。
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